










































































































































３m に合わせたときに１m から８m までピントが合って見え、それ以外は徐々にボケて
































安定してきただけでなく、UHD（Ultra High Definition、４K、3840 × 2160Pixel）が一
般的になったことが大きい。プロモーション映像を UHD で仕上げるということではなく、
UHD で撮影を行うということがポイントである。

















　　Panasonic GH5 x 1　マイクロフォーサーズ　UHD　Log 記録
　　Panasonic GH4 x 2　マイクロフォーサーズ　UHD　Log 記録
















　カメラは映像業界でも定評のある Panasonic GH シリーズをメインで使用し、空撮用に
DJI  Phantom4（撮影用ドローン）を使用した。GH シリーズ、ドローンともに UHD（Ultra 
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地域活性化に対するアートの役割について































シーケンスで、基調イメージとしては JR の「そうだ京都へ行こう」の CM 風でとした。
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　　Panasonic GH5 x 1　マイクロフォーサーズ　UHD　Log 記録
　　Panasonic GH4 x 2　マイクロフォーサーズ　UHD　Log 記録




























グを一般化する動きが始まった。その大きな動きが 4 〜 5 年前から動画を強化したデジタ
ルカメラでの Log 撮影が可能になったことと連動する。
「Log 記録と Lut」




















りになってきた。現在一般的な動画データは H.264 という圧縮コーデックを使用し、8bit 
YUV4:2:0 という規格の色情報を記録している。多くが 100Mbps 〜 150Mbps の情報量を
持ったデータとして記録される。
　Log から LUT で情報を拡大させる過程で確かに見かけ上ダイナミックレンジは広が
り、見栄えのする映像が得られるようになった反面、もともとの情報量の低さから破綻
する領域も現れるようになった。本来、Log と LUT を使用する色情報としては 10BIT 
YUV4:4:4、少なくとも 10BIT YUV4:2:2 の情報量が理想である。




われているものである。Y は照度信号であり、CIE の色度図の Y 軸で表される。U は青
B から Y を引いた色差信号（Cb）で、V は赤 R から Y を引いた色差信号（Cr）である。
　そのあとの数字はそれぞれの信号のサンプリングの比率である。4:2:0 は Y を 4 ピクセ
ルに対し、U は 2 ピクセル、V はなしという情報のサンプリングをする。一般的な RGB
のフルカラー画像を YUV の比率で表すと 4:4:4 となる。
　現在プロかセミプロの現場では 10BIT YUV4:2:2 のデータが基本的にやり取りされてい
るが、去年から今年にかけて動画 RAW（RAW Image Format）の記録ができるシネマ
カメラがデジタルカメラの領域まで下りてきた。動画RAWとは写真のRAWと同じイメー
ジセンサーで得られた情報を未加工で記録するフォーマットである。
　本来イメージセンサーは 12BIT から 14BIT の情報を得ているが、そこから複数の画像






完全な 12BIT、14BIT の YUV4:4:4 の情報を自由に引き出し、思うままに色情報をあつか
うことが可能になる。しかし当然ながら RAW はファイルとして大きくなるので動画とし










　情報の解像度としては 100Mbps 〜 150Mbps は得られる機材を使用した。動画フォー
マットは記録に MOV の H.264 を使用する。すべての機材が Log 記録となる。
　編集過程で生じる中間ファイルのフォーマットは 10BIT YUV4:2:2 か、TIFF シーケン
スを使用し、情報劣化が編集過程で落ちないように運用している。
　「LUT とカラーグレーディング」
　LUT は素材に対して RGB の情報をどのように変化させるかの対応を記述した情報であ
り、その対応を記述する過程がカラーグレーディングである。


























　次の画像は現在ハリウッドなど映画でトレンドになっている Teal and Orenge という
グレーディングテクニックを使用した。Orenge は肌の色を基本トーンとして、それ以外
の背景に Orenge の補色である Teal（鴨の羽色・青緑系）に仕上げるテクニックである。
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